
〈中学校社 会部会 〉

研究主題

基礎的 ・基本的な内容 の確 実な習得 を図る学習指導の工夫 ・改善

研究の概要

中 学 校 社 会 の 基 礎 的 ・基 本 的 な 内容 を学 習 指 導 要 領 の 内容 と と ら え、 そ の確 実 な 習 得

を 目指 して 、学 習 指 導 の 工夫 ・改 善 に取D組 ん だ。 研 究 主 題 にせ ま るた め に 、 平 成13年

度 か ら16年 度 ま で の評 価 の研 究 や 指 導 法 の研 究 を踏 ま え 、基 礎 的 ・基本 的 な内 容 を 明 確

に し、 個 に応 じた 指 導 法 の 工 夫 等 につ い て研 究 を行 っ た。

1研 究 の 目的

祉会科における基礎的 ・基本的な内容 を明らかに し、それ をすべての生徒に確実に習得 さ

せ るための指導法の開発 に取 り組む。

皿 研 究 の 方 法

1社 会科における 「基礎的 ・基本的な内容」の とらえ方

2確 実な習得を図るための指導方法の工夫 と個に応 じた指導

皿 研 究 の 内 容

1社 会科における 「基礎的 ・基本的な内容」の とらえ方

中学校学習指導要領第1章 総則第 ユは後半において 「学校の教育活動を進めるにあたって

は 、各 学 校 にお いて 、生徒 に生 き るカ をは ぐくむ こ とを 目指 し、 …基礎 的 ・基 本 的 な内容 の

確 実 な 定着 を図 り、個性 を生 かす 教 育 の充実 に努 めな けれ ばな らない。」 と、学 校 教 育 の基

本 理 念 を述 べ てい る。 本 部会 で は、 社会 科 にお ける 「基礎 的 ・基本 的 な 内容 」 を 、 「学習 指

導要 領 の基 準性 の 一層 の明 確化 」(平 成15年10月7日 中央 教 育 審議 会 答 申)を 踏 ま え 、 中 学

校 学 習 指 導要領 第2節 社会 第2「2内 容 」 に示 され た一 つ 一 つの 項 目を指 して い る とと ら

えた 。 また 、 中学 校学 習 指導 要領 解 説社 会 編 第3章1(3)に 「知 識 に偏 り過 ぎた指 導 に な ら

ない よ うにす るため、基 本 的 な事項 ・事 柄 を精 選 して 指導 内容 を構 成 す るもの とし、細 か な

事 象 を網 羅 的 に羅 列 した り高度 な事 項 ・事 柄 に深 入 り した りしな い こ と。」 と示 され て い る

こ とに留意 した。 これ らを踏 ま え、本 部会 では 「基礎 的 ・基 本 的 な内容 」 の構 成 を、 図1の

よ うに考 えた。

2確 実 な習得 を図 るため の指 導方 法 の工夫 と個 に応 じた 指導

本 部 会 では 、 「基礎的 ・基 本 的 な 内容 」 の確 実 な 習得 の状 況 を、観 点 別学 習状 況 の評 価 の

「お お む ね満足 で きる」状 況 とと らえて研 究を進 めた。

「基 礎 的 ・基本的 な 内容 」 は知 識面 と能 力 、技能 、態 度 面 か ら構 成 され てい る。 知 識 面 は

発 問や ワー ク シー ト、ペ ーパ ーテ ス ト等 の繰 り返 し指導 を通 して 、 また能 力 、技 能 、態 度 面

は 地 図帳や 資料 等 の読み 取 り、話 し合い学 習 、調 べ学 習や 課題 学 習、作業 的 ・体験 的 な学 習 、

発 表学 習等 の多様 な学習 活動 を計 画的継続 的 に指 導す るこ とに よって習得 され る と考 えた 。

「基礎 的 ・基本 的 な内容 」 の確 実な 習得 に は、生徒 一 人一 人 の学 習状 況 を的 確 に把握 す る

こ とが必 要 となる。 その ため 、① 適切 な年 間指導 ・評価 計画 の設 定 、② 「基礎 的 ・基本 的 な

内容 」 ご との"マ トリックズ'や"内 容 の構成"の 作成 、③ ワー ク シー トの 開発 、④ 生徒 一

人 一 人 の習 得状 況 の評 価や 記 録等 を考 えた。 具体的 に は、④ つ いて は指 導事 例の 中で授 業 中

の即 時 的 な把握 と して 、机 問 指導 によ る ノー トや ワー クシー トの記 入状 況や 、発 問 に対 す る
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挙 手 の状 況 等 を補助 簿や チ ェ ック用座 席 表へ記 録 した。 この即 時的 な把 握 には形 成 的評 価 の

機 能 を もたせ た。 また、総 合 的 な把握 と して 、ペー パー テ ス トや これ まで に蓄積 した評価 資

料 や ポー トフォ リオ評 価 を活用 した。これ らの評価 の機 能 を相 互 に関連 させ るこ とに よ って 、

生徒 一人 一人 の学 習 達成状 況 を的確 に把握 で きる と考 えた 。

「個 に応 じた指 導 」 として は 、指 導事 例 の学習指 導案 の中 に項 目を設 けて、 特 に 「努 力 を

要 す る」 状 況(C)と 判 断 した 生徒 に対 す るア ドバ イ ス を行 った。 また 、地理 的分 野 にお い

て 、 中単 元指 導計 画 の 中に 個 別 に指 導す る時間(「 個別 化 の時 間」)を 設 定 し、 「十分 満 足 で

き る」状 況(A)及 びrお お む ね満 足 で きる」状況(B)と 判 断 した生 徒 には 課題 学習 を 、

「努 力 を要す る」状 況(C)と 判 断 した生徒 には補 充 的 な学習 に取 り組 ませ た,a歴 史的分 野

にお い て は 「基礎 的 ・基本 的 な内容 」 を観点別 学習状 況 評価 の四観 点 で分析 し、指 導の ポイ

ン トを しぼ った マ トリックス を開発 した(指 導 事例2)。 この マ トリックス に は、身 に付 け

させ たい基礎 的 な知識 や 育 てた い能 力 、技能 、態度 を示 した(1単 位 時 間の 中で 四観点 のす

べ て を評価す るこ とは想定 してい な い)。

図1 中学校 学習指導要領社会 にお ける基礎的 ・基本的な内容の構成、指導の流れ

基礎的・躰 的な内容 ■ ゆ 島魏 痛 喬
く例:地 理的勇野 中単元 「イ都道府県」

(例:歴 史的分野

/〉

f基 本的 な事 柄J・'

鉄砲 キ,ス ト教 積モ島 等

Ix肪溜防1

歴史地園や
資料集の摺
用

関心 ・意欲鯉鍍

1麺的・鏑触

蕾大名破場にkち伽 腓搬
凸

・ワー ク シ ー トの 活 用

・地 図 や グラ フ の 読 み

取 り

・発 問や 指 名 の 工夫

・「個 別化 の 時 間」 の

設 定

殿 鋤母

・マ トリ ッ ク ス の 作 成

・ワ ー ク シー トの 活 用

・ポー トフ ォ リオ の

活 用

・話 し合 い学 習 にお け

る仲 間 の働 きか け

■1レ 確実な習得

《関 心 ・意 欲 ・態 度力
・興 味 ・関 心 が高 まうてい

る,
・意 欲 的 に追 究 している。
・考 え ようとしてい る

。

《思 考 ・判 断》
・多 面 的 ・多 角 的 に考 察

している。
・公 正 に判 断してい る。

《技能 ・表現 》
・資 料 を収 集 ・選 択 ・活 用

してい る。
・調 べ た結 果 をまとめ 、分

か りや す く説 明 して い

る。

《知識 、理解》
・視 点や 方法を身 に付 け

ている。
・社会 的 事象の意 味を理

解 し、知識 を身 につ け
ている。
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3指 導 事例1地 理的分 野

(r)小 単元 名 地域の 規模 に応 じた調査 一都 道 府県一 《山形 県 を例 に》

(2)小 単元 の 目標

山形 県の 地理 的事 象 を見 出 して追 究 し、地域 的特 色 を とら えさせ る とともに、都 道 府 県

規模 の地 域 的特色 を とらえる視 点や 方法 を身 に付 け させ る。

(3)単 元 の指 導計 画(8時 間)

第1時

第2時

第3時

第4時

第5・6時

第7・8時

く評価 規準

山形県の 自然

山形県の農業

交通網の発達 と地域の変化 《本時》

山形県のまとめ と確認

「個別化の時間」 一人一人の学習の習得状況に応 じた学習

調べ学習の発表

関心 ・意欲 ・態度 …都 道府 県の地 理 的事象 に対 して 関心 が高 ま り、意欲 的 に取 り組 み 、 地

域 的特 色 を と らえ よ うと してい る。

思 考 ・判断 …都道 府県 の地 理的 事象 に基 づ いた課題 を、 多面 的 ・多角的 に考察 して い る。

技 能 ・表 現 …都道 府県 の地理 的事 象 を とらえるた めの資 料 を、収集 ・選択 ・活用 して い る。

知 識 ・理 解 …都道 府県 の地域 的特 色 を理解 す る と ともに、地 域的 特色 を とらえ る視 点や 方

法 を身 に付 けてい る。

学習内容 学習活動 評価規準と方法 個に応 じた指導
「努力を妻する」状況 と

基本的な事項 基本的な事柄 判断した生徒への配慮

山形県の自然 ・多 雪 山形県 の 自然 、 資料 や地 図帳 一緒 に 地 図 帳

・庄 内平野 気 候 、 地 形 の 特 を 適 切 に 使 っ て を使 って 調 べ た

第 ・山形 盆地 色 を 地 図 帳 ・景 地 形や 気候 の特 り、該 当す る資
1 ・最 上 川 観 図等 を用 い て 色 を調 べて い る。料 の 見 るポイ ン

時 ・奥羽 山脈 つ か む 。 トを指示 した り

(技 能 ・表 現/ す る。

ワー ク シ ー ト)

山形県の農業 ・山 形 盆 地 の さ 稲 作 、 果 樹 栽 自然的条件 と人 さく らん ぼ と

くらんぼ栽培 培 が さか ん な地 々 の 営 み と の か 稲作の栽 培地城

第 ・庄 内 平 野 の 稲 域 を地 図 帳 を使 か わ りに 着 目 し、 の 違 い に つ い

2 作 っ て 調 べ 、 そ の 多 面 的 ・多 角 的 て、位 置 や 地 形 、

時 ・降 雪 と豊 富 な 理 由を考 え る。 に考 察 してい る。 栽培方法 の違 い

水 (思 考 ・判 断/ に着 目す る よ う

・ ビ ニ ル ハ ウ ス ワ ー ク シ ー ト) にア ドバ イ スす

と果樹園 る 。

交 通網 の発 達 ・山形 自動 車道 観光客増加や 地 図や グラフを 該 当す る2つ

第 ・山形 新幹線 IC工 場 建 設 が 用 いて考 えさせ 、 の分布図 を比較

3 ・庄内 空港 交通 の発 達 に よ 地 城 の変 化 をとら した り、 統 計 グ

時 地域の変化 ・工 業 団 地 る こ とを 統 計 グ える視 点 や 方 法 ラ フの変 化 した
・伝 統 産業 ラフや統 計 図 を を考 察 して いる。 年代に着 目した

本 ・出 稼 ぎ 使 っ て 調 べ る 。 (思 考 ・判 断 、技 りす る よ うア ド

時 交通網 の発 達 能 ・表 現/ワ ー ク バ イ ス を し 、 一

が 地域社 会 に 与 シ ー ト) 緒 に考 え る。

えた影響 を統 計
図 か ら考 える.
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第

4
時

第

5

・
6

時

第

7

・
8

時

山 形 県 の ま と

め(自 然 ・産 業
・交通)

・第1～3時 に

学 習 し た 基 本 的

な事柄

地 域 的 特 色 の

習 得 状 況 を 確 認
して 、 次 の 時 間
へ の準備 をす る.

山 形 県 の 地 域

的特 色 を理 解 し、

そ の 知 識 を身 に

付 け ている。

(知 識 ・理 解/ペ
ーパ ーテスト)

「個 別化 の時間 」 巡 回に よ る個別 指導

{習 得状 況 に応 じて 、個 々 が取 り組 む学 習 の時 間)

① 「十分満 足 で きる」状況(A)・ 「おおむ ね満 足 で き る」状 況(B)

と判 断 した生 徒 は、各 自で課題 を設定 し取 り組 む,

(A)と 判断した生徒の課題例
・岩手県の交通の発達 と地域の変化

関係を調べる
・さくらんぼ栽培が盛んになった理
・出荷先はどこが多いか調べる
・専業農家と兼業農家の くらしを比

する

(B)と 判断 した生徒の課題例

・さくらんぼの種類
・山形県 の果樹(洋 な し ・もも)
・米の種類

②f努 力 を要す る」状 況(C)と 判断 した生徒 は、補充 的 な ワー クシ
ー ト(4校 時のテ ス トの復習 、基 本的な事項 ・事 柄の定 着)に 取 り

組む。
(C)と 判断 した生徒の学習

・山形盆地 ・さくらんぼ栽培
・庄内平野 ・稲 作
・山形 自動車道 ・工業団地 等

終 了 した 生徒 は課題

学 習 に入 る。

「課題学 習の発 表会」

「個別化 の時 間」の学習成 果の発表会 を行 う.
・生活班内での発 表相互評価
・学級 内 での発 表相 互評 価

楽 評価 項 目:作 品の ま とま り、発表 の仕方 、調 べ た 内容 な ど

楽 ワー クシー トと学 習 作 品 と生徒 の相 互評価 用 紙 を 本項 目の 総括 的

評 価 を行 う際 の資料 とす る。

第1～3時 で

使 用 した ワー ク

シー トを 振 り返

り、 ま と め る よ

うア ドバ イ ス を

す る。

評 価 規 と方

地 域 的 特 色 を

多 面 的 、多 角 的

に考 察 して い る.

(思 考 ・判 断/観

察 、ノー ト、ワー ク

シー ト)

グ ラ フや地 図

を活用 し、地 域

的特 色をとらえる

視 点 や 方 法 を身

に 付 け て い る。

(知識 ・理解/観
察、生徒作 品)

発 表 に意 欲的
に取 り組 ん でい

る。 学 習 成 果 を

図表 を用 い て 分
か りや す く ま と

め 表 現 し て い

る。(関心 ・意欺 、

技 能 ・表 現/評

価表)

(4)本 時の指 導(第3時 〉

① 本 時 の 目標

・グラ フや 地 図を活 用 し、観 光 客数や 交通網 の変 化 を とらえ させ る.

・観 光客数 や 交通網 の変化 の 要因 を考察 させ る。

② 本時 の授 業展 開

学習内容 学習活動 評価規準と方法 個に応じた指導
★「努力を要する」状況と判

基本的な事項 基本的な事柄
断した生徒への配慮

■ 「十分満足できる∫状況と
豪ゴシッケは既習事項 判断した生褄への配慮

〔前時の復習〕 ・山形盆地のさく ・本時の授業の流

導

入 腱灘 晶〕
らんぼ耕培

・庄内平野の稲作

れを把 握 し、見 通

しをもっ、
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・交通網の整備と ・果樹園(観 光農 ・観光客数の推移 ・統計グラフや地図 ★グラフの縦 軸 と

発達 園) グラフから山形県 を適切に活用し交 横軸 に着 目させ 、

の視光客数の変化 通網の発達と観光 変化を読み取るよ

を読み 取る。 客の増 加 ・IC工 場 うアドバイスする。

の増加をとらえてい ★図から山形県を

る 。 訪れる観光客の目

・山形 自動車道 邑なぜ 山形へ の観 (技能 ・表現/ワ ー 的を発見 させ る。

・山形新幹線 光客が増加したか クシー ト) ★過去と現在の二

・庄内空港 を考 える。 つ の 図 を比 べ さ

せ、IC工場が増加

、ヱ瀦 麗 している位置や地
r、

展 ・食品工業 ・工業 団地の増加 形 、周 囲 の 施 設 、

・機械工業 が交通網の発達と 交通網との関係に

・電機工業
Lノ

関連していることを 着 目して、読 み 取

読み取る。 るようアドバイスを

行 う。

GIc工 場〕
・IC工場の位 置が

開 高速道路や飛行場

新幹線の近くにあ ★交通が発達する

ることを読み取る。 ことによるよい点を

・地域祉会の変化 ・観光産業の発違 ・交通の発達により ・交通網の発達と あげさせたり、統計

・出稼ぎの減少 地城杜会がどのよ 産業の変化の関係 資料を見せ たりし

うに変化したのかを を考 察 してい る。 て、一緒 に変 化 の

考 える。 (思考・判断/ワ ー 様子を考える。

クシー ト) ★ 資料を読 ませ 、

出かせぎに行く人

が少なくなった理

由を考えさせる。

◆山形 県と同じ地

域変化は他県にも

見られるの か 、調

べさせる。

(学習の確麹
・本時に学習 した ・交通網の発達と

ま 基本的な事項 ・事 地域の変化で整理

と 柄 し確認す る。

め ・自己評価 を行う。

③ 本 時の 評価

・観 光客 数や 交通網 の変化 の 要因 を考察 す る こ とが で きたか。

・グラ フや 地 図を活 用 し、交通 網 の発達 と地 域 の変化 の 関連 を と らえ る ことが で きた か.
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(5)習 得 を図 る具体 的 な手 だて

本 時 で は 、グ ラ フや 地 図の 統計 資料 を活用 して 「他 地域 との 結び っ き」(観 光)や 「交

通 網 の整 備 」 「地域 の変 化 」 の視 点 か ら地域的 特色 を と らえ させ る学習 を行 った。 そ の 際

に 学習 内容 を確 実 に習得で きる よ う次の よ うな工夫 を行 った。

① 基本 的 な事項 ・事柄 をお さえた ワー クシー トを活 用 した こと。 図1

竃攣讐騨饗 聴鴇灘霜糠 讐)黛 誠謡 離 藤 阿

雛鶴 搬 」る糧鏡Blcl糠筆濃 翻 ㌫鴇 誌 隷絆唱壽1
圭亀"Lゆrs'L't"噌",e"tt気3 醐

満 足 で き る 」 状 況(B)と 判 断 し た 生 徒 の 中 で 質 的 な=粥 職 。")
.、,V"lss、4。

5鴫 間、儒

し

高 ま りが 認 め られ た 場 合 を 「+分 満 足 で き る 」 状 況1斜 翫
.,,、,,b,

叫 賜ヨ論

(A)と した 。 老

「努 力 頒 す る」 状 況(c)と 判 断 した生 徒 につ い1"』 血 」-L-1

て は 、机 間指導 を行 い個別 指導 を行 った。具体 的 には 、1■ ■■一■一 ■■■■■一 幽 ■一嘲一・・1

グラ フの年代 の読 み取 り、観 光客 数 の変 化、 工場 団地 図2

の分 布 の 変化 、交 通網 の確 認 な どを 自力 で読み

取 る こ とが 出 来 る よ う 「工業 団地 を示 す赤 い◎

印 は グ ラ フ 中 に い くつ あ る か」 「グ ラ フ中 で は

⑥ は い くつ増 えて い るか。」 「工業 団地 は どの

よ うな場 所 に増 えてい るか。」(図2)等 のア ド

バ イ ス を行 った。

そ の結果 、読 み取 る際 に 、年 代 、数 、揚 所 等

注 目すべ き点 が分 か り、 当初 全 く読み 取 るこ と

が で きな か った 生徒 もで き る よ うに な った。 ま

た 、 そ の こ とに よ り、 自信 を も ってそ の 後 の学

習 に 取 り組 む態 度が見 られ た.

ま た、f十 分満 足 で きる」状 況(A)と 判断 した生徒 につ い ては、別 の課題 を提示 した。

具 体 的 には地図 帳 におい て他 県 で ある官城 県のIC工 場 の位 置 と交通網 の 関係 を調 ぺ 、 関

連性 を考察 させ た.生 徒 は 、山形 県 と同様 の結論 を導 き出 し、一般 的共 通性 に気付 いた。

(6)個 別化の 時間 につ いて

本 事 例 で は、 「基礎 的 ・基本 的な 内容 」 の確 実 な習 得 を図 る ため に、一斉 指 導 で 生

じる習得状 況 の違 い を補 整す る もの として 、次 の よ うな個 に応 じた指 導 を工夫 した。

① 通常 の授業 内で行 う個 別的 な指 導(本 時 の 「個 への 配慮 」は これ に あた る)

② 特別 に時 間 を設 けて行 う 「個別 化 の時間j(本 事例 の第5、6時 に あた る)

本 部会 で は、一 斉指導 と①、 ② の よ うな個に応 じた指導 とを効果 的に組 み合 わせ る こ と

に よ り基礎 的 ・基本 的 な学 習内 容 の確 実 な習得 を図 る こ とを 目指 した。 そ の後 、ペー パ ー

テ ス トにお いて 「交通網 の発 達 に よ るIC工 場 の分布 状況 の変容 を、他 の都 道府 県(岩 手

県)で も どの程 度読 み 取 れ るか 」 を間 うた。 そ の結 果 、 「努 力 を要 す る」状 況(C)と 判

断 した生徒 の8割 ほ どが ほぼ正 答す るこ とがで きた。 この こ とか ら、授 業 内で の 「個 へ の

配 慮 」や 「個別 化 の時間 」 は効果 的で あ る と言 える.
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4 指導事 例2歴 史

(1)中 単 元名 戦 国 の動 乱 と ヨー ロ ッパ 人の来航

(2)中 単元 の 目標

戦 国 の動乱 とその 時期 の ヨー ロッパ 人 の来航 につ いて 理解 させ る と ともに,そ の文化 の

伝 来 が わが国 の杜 会 に及 ぼ した影響 につ いて考 え させ る。

(3)中 単元 の指 導計 画(4時 間扱 い)

第1時 新航路の開拓

第2時 戦国大名の支配

第3時 ヨー ロ ッパ人 の来航 と文化 の伝 来 《本 時}

第4時 南蛮貿易 と南蛮文化

〈学習指導要領 に基づ く 「基礎的 ・基本的な内容jマ トリックス〉

時
学 習内喜

〔碁本的な事項} 学習目標
学智指導葺領(麗 史的分野}に 甚つく4観 貞と甚本的な事柄

個に応じた

指輝例関心 ・意拙 ・態度 思脅 ・判 断 枝 能 ・衰現 一一… 聾 講 鱗 一一・一

単
元

世界 の動き と童国績一

く学留指 導要領〉{4}
ア 載 国の勤乱 とその時期のヨ

ー ロッパ人の乗航 について理

解 させる とともに,そ の 文化
の伝 来がわ が国の社会 に測 ま
した影響について身えさせ る

・戦国の動乱 とその

跨期の ヨー 自 ツパ人
の来航 に対 して関心

をもち,意 搬 的に追究 し
て いる。

・戦国夫名が割拠 し

ていた時代に ヨー ロ

ッパ人が来航 し、鉄

難き茎毛♪舗
の社会に丑1ぎした影
響 を考寮 している。

・戦 薗の動乱 とモの

瞬期 の ヨー ロツバ人
の寒航 、近 世社金の

髪霰鵬 書麟
を活用 し,脅 察 した

難姦島譲義子と
こ と がLて い る。

・鞭国の勘乱 と当時

の ヨー ロッパ人の来

臨 、麟 曾辱睾を
る 。

★「努力を蔓す
る」状現と判断し

た生徒らの祀虞
机閏櫓導によ
るワーケシー
ト点検は毎時
聞実塩tる.,、

■f十分満足でき
る」状況と判断し
た生罐への配慮

箪
1

時

新航踏の開拓 スベイン ・ポル
トガルによる斬
航路朋柘の 目的
や影響 を,当 時
の世昇 の献 況と
関遮 づけて考え
させ 壱。

・ヨー ロッパ 人に よ

る斬航 路閉拓の過穆
か ら、外国の支化や

生活に関心が高ま う
ている.

・揃㎞ の臨i蹟

誕彗齢 と謙

鷲饗 藩
.、押 咀 『漕r .

醤 。繁・ 駈1燵 「
「

¶ ちゼ 喝'-産

「iI1
■r

・地 図資料 「新航 路

の開拓」等 を浩用 し、
ヨー ロッパ 人来航 の

背景や キーワー ド崔
ワー クシー トにまと
めて いる。

・新 航路開拓の影響

綴鎌罐
いる。{宗敏故革 に

警書勢 女触 マー
マゼラ ン、スペイン

ポル トガル、カ トリ
ッウ、イエズス会、
こしよう{番 辛料}

★小学控や前
単元で掌ん躍
既習事項確認

課擢幣躇
臨 綴
拓の夏因 を深
く追究す る。

第
2
時

戦團大名の支
配

職 国大名の傾国
支配の様子 を,

讐轟鷲摩麗
か ら理解 させ
る。

・身近 な地域 の鞭国

大名の 票績に関心 を
もち、意歓釣 に調べ
夷表 してい る。

・各地の戦園大名

が.栩 図文祀 にあた
って行 った政 策の背

景について身寮 して
いる。

・身近な地填の戦国

大 名に着昌 し、領国
支配 の過椙 やキーワ
ー ドをワーク シー ト

にまとめてい る。

着離季霧麟

羅甘

★年 衰 ・史 料
の饒 み敢 り方
法の確認

◆資料集r全
国各地の職 国
大名jを 提 示
し.授 集 中に

扱 った大名 と
比較す る。

第
3

時

ヨー ロッパ人
の来航

文化の伝 来

(本時}

(班活 動)

ヨー ロツパ人の
来航による文化
{特に鉄砲 とキ
リス ト教)の 伝
来について.そ
の世昇的背景を
理解 させ,国 内
に与 えた影 響に
ついて考え させ

る。1

・鉄砲やキ リス ト鞍

が ヨー ロッパ 人によ
って もた らされ たこ

と、文化の伝 来が 日
本の牡会 に及 屠 した
影響につ いて関心を
もって、醐べ てい る.
・意欲的 に班 港勘 に

参加 し臼分の 意見をもち
、仲間の意 見を

尊重 し畳 け止 めよ う
として る。

・鉄翻」頃キリズト橡

鼠 日本ω社虫に盈ほ
した影唇について

響匪膓4嘉
の内喜について沖聞

霧響銘欝 肴
的に毒寮してい㍉

,■{

・鉄砲やキ リス ト教

がもた らされ た位置
や年代な どを歴史地

図中に適切 に衰現L
て いる。
・教科書や資料集等

か ら必要 な貴料 を選
択 し、キー ワー ドを
ワー クシー トにまと
めて いる.

、7

・ヨ離 向ワ'q人 輸 ・

睦よ 蚤鵜 やキ リλ 、
卜頻の伝乗にうい、"

麟1
参驚r野 『

★班員による
相互学留

◆敵 科書 「イ
ス ラム世昇の
交易 」を提示
し、 ヨー ロッ
パ 人の来航 を

多角的 ・多面
的 に脅察す る。

第
4

時

南蛮貿易と粛
蛮文化

開蛮文化が,目
本に定着 してい
うた ことを異体

的な事例 をふま
え理解 させ る。

・身近 な生活 とかか

わ る文 化財や 外来語
な どに 関心 をもち、
それ らを尊■ しよ う
とす る。

1

・桃山文化の形戒の

甚礎 となる、帯蛮文
化の特色 について多

面的 ・多角酌に考寮
している。

・絵図資料r南 童 人

秦悉甲難朧 誉
その庭生の背 量やキ
ー ワー ドをワークシ
ー トに まとめ てい

る。

「→ Tr

傭 壷貿島¢影■や叢
南アジア麺 癬極

魏馨騰 是奮2
袈饗講 ≒認

引■「

★班員による
相互学習

○責料集r天
正遣猷少隼使
蜘 を提示し、南魔文化

に対
する認識を環
める。

寵 戴 『裳 、.
、 r

lπぐ

1
、.

串マ ト・ンリクス中の網轡 け部分は、その時隅で最 も重視する内容 を意昧する。
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(4}本 時 の指 導

① 本時 の 目標
ヨー ロ ッパ 人 の来航 に よる文化

に与 えた影響 につ いて 考 え させ る,

② 本時の授業展開

(特 に 鉄砲 と キ リス ト教)の 伝 来 にっ い て理 鰹 させ 、国 内

学習内容 個に応 じた指導
学習活動 評価規準と方法

基本的な事項 基本的な事柄 「努力を要す る」状況と

巌ゴシックは既習事項 判断した生徒への配慮

く本時の授業の 甫 ・教師の説明 を聞

標と進め方の確 き、本時の流れ を

導 認 把握 し見通 しをも
・前時までの復習 ・]的 ブ ス、パ ス]・ダ つ 。(全 体)

入 ㌧ と補 足 ノ
・ガ て、 マゼ ラン、 こ

し ょ う(香 辛 料)、

キ リス ト教、戦 国
大名

・ ヨ ー ロ ッ パ 人 の ・鉄 砲 、 キ リス ト
・教科書や資料集

来航 教、 こしよう 幡 を利用 して、伝来
辛料) し た 文 化 を調 べ

る 。(個 人)

・文化の伝 来 ・鉄 砲
、 キ リス ト

・ ワ ー ク シ ー ト に ・多 く の 「も の 」 ★ 第1～2時 の ワー

教、南蛮貿易、ポ ま とめた資料か ら の移動の中か ら文 クシー トを振 り返 ら

ル トガル人、ザ ビ 日本に影響を与え 化の伝来{鉄 砲 ・ せ 、r目 本 に と っ て

エ ル 、 種 子 島 、 鹿 た 「もの」を考 え キ リス ト教 、 ポ ル 衝 撃 的 だ っ た 「も

児島 選択す る。(掴 人) トガ ル 人 ・ザ ピエ の」、 今 後 の 日本 を

ル 、 種 子 島 ・鹿 児 大 き く 変 え る 「も

島)を 理解 してい の」、 小 学 校 で の 既

る 。(知 識 ・理 解 習 事項 であ る等 の ヒ

/ワ ー ク シ ー ト) ン トを与 え る。

展 ・文化 の伝来の影 ・鉄 砲
、 キ リス ト

・当時の戦国大名 ★ 以 前 の ワー ク シ

響 教、南 蛮貿易、貿 の 立場に なってザ 一 トを振 り返 る よ う

開 易の利益 、キ リシ ビエルか らの布 教 働 き か けた り、 「戦

タン大名 の頼みに対する返 国大名なら何を期待
事 を 書 く。 す る か 」(鋲 砲 、 貿
・ザ ビエル の頼み ・話 し合い学習 を

易の 利 益等)等 の問

に賛成側と反対側 通 し て 、 口本 の 祉 いか けを行 った りす

とに分かれ、それ 会に与えた影響を る な ど,関 連 す る事

それ返 事 を考 え 戦国大名の立場で 柄 を ヒン トと して ア

る 。(班 〕 と ら え て い る 。 ドパ イ ス す る。
・それぞれの立場 (思考 ・判断/話 ★話し合いが進んで
で相手を説得する し 合 い 学 習,ワ ー い る班 の 意 見を い く

よ う考えを出 し合 ク シ ー ト) つか握 示す る。

う。(班)
・賛成側 と反対側 ・仲間の考えや教 ★ も う一度 これ ま で

のそれぞれの意見 師のア ドバイ スを の授業の流れを説明
を踏まえて 自分の 聞 く こ と に よ り、 す る。

考 え を ま と め る 、 自分な りの意見 を ★ い くつ か の考 え を

(個人) もち、考えを深め 権数 提 示 し、そ の中

る て い る.(思 考 か ら選 ば せ るな ど一
・判断/話 し合い 緒 に脅 え る。

学 習 、 ワ ・一 ク シ ー一 ★ 仲 間の 考 え を ど う

ト,観察) 思 うかに つ い て 考 え

させ 、そ の上 で 自分

は ど う思 うの か を 考

え させ る。

《本時 の振 り返 げ ・話 を 聞 く
。

ま と自己評価 (全体)

と ・自己評 価を記入

め ・次時 の予告 す る 。(個 人)

㌦ ノ
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(5)習 得 を図 る具体 的 な手 だて

「基礎 的 ・基本 的 内容 」 を観 点 ご とに整 理 したマ トリックス を作成 し、振 り返 りや繰 り返

し、話 し合 いに よる生徒 相互 の働 きか け を重視 した 学習活 動 の工夫 を行 った。

Ar基 本的な事項 ・事柄」を明確 に し、 ワークシー トを活用 して、振 り返 ることや繰 り返す ことに

による習得。

① 見直す こ とに よ り、基本 的 な事項 ・事柄 を再確 認 し、 定着 を図 る。

一 単位 時 間の 中で 同 じ基本 的 な事項 ・事柄 に何 度 も注 目させ り
、見直 しを させ た りし

た。 また、基本 的 な事柄 ・事 柄 を ワー クシー トに記 入 す る際,色 ペ ン を用 い るな ど丁 寧

に指 導 を行 った。 その結 果 、理 解 が深 ま り、知識 の定 着 を図 る こ とがで きた。

〈生徒の感想〉 一 ・一

・先 生 に 説 明 を して も らい な が ら ワ ー

ク シー トに ま とめ る こ とで 、 忘 れ て

しま った こと はす ぐ に前 の ワ ー ク シ・
一 トを 見 直 して確 かめ られ た の で 、

頭に入 って覚えや すか った。

・理解 で き る よ う に 、頑 張 って 何 度 も

ワ ークを見直 した 。

◎ 新 航 路 閥 描 の 日 本 へ の 影 響 査 轡 え る!
O断 駈踏闘緬によ,て楽航したヨー0ツパ人が日本にもたらしにモノ鵬哉火腫6esU!}は何だろう?
将に8本にと身て齢費箪的口だコたと憩うモノを、②の中から2つ量んで灘よう!

も配らし尼モノ だhが? いつ? どこへ?轍 ㎜1切 鋤

蟹 鴫 憩しトが昧 1543喚
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④ ③の他にも日孝にはヨーoツ パ人によってさまざ
まをモノガ広がり蓉した.そ の賞賜蒼伺という?

憂漁 。隷 界
↓

② 繰 り返すこと・積 み 重ねることにより知 識 が定着 し、さらに関連 付 けることで認 識 が深 まる。

単元 を通 して 、基本 的 な事項 ・事柄 を繰 り返 す ・積 み 重ね るこ とで 、確 実 な知識 の 定

着 を図った。 以前 使用 した 自 らの ワー クシー ト(ポ ー トフ ォ リオ)を 振 り返 る場面 を意

図 的 に設定 した。 授業 後 の感 想 にお いて 、そ の記 述 の 中に基本 的 な事項 ・事柄 が 随所 に

に見 られ た。 また、他 の基 本的 な事項 ・事柄 と関連付 けて考 えるな ど事実認識 か ら関連

認識 へ と理解 を深 め る生徒 が見 られ た。

・大切 な 言葉が 何回も 出て きたので 覚 えることがで きた 。例 えば鉄 砲は ポル トガ ル人が伝 え た

→戦 国大名 も欲 しが り戦 いに使 う人も … こんな 感 じで覚 え られ てよか った。

・これ がこ うな ったか ら、次 は こう。そ して次 は…と全 部つ なが って いく。 ここが こうだか ら

次は こうな んじ ゃな いかな?と 予想を立て るの も、結構 上手 にな った。

B話 し合 いに よる互 いの働 きか け を重視す る ことに よ る、 生徒 の思 考 の深 化。

ア:布 教 の頼 み を受 け入れ る立場 と受 け入れ な い立場 に分 か れ 、それ ぞれ の立場 で話 い合 い考 え る。

・最 初 は ど う で も い い と 思 って い た け れ ど 、 み ん な の 意 見 を 聞 い て い る う ち に 、

5
ど ん ど ん 興 味 が わ い て き て 、 い ろ ん な 意 見 を 出 し た り 、 そ れ を 書 い た り す る こ
が で き た 。

イ:デ ィベー ト的な要素を取 り入れ、それぞれの立場で意見を交換する。

9
・話 し合 いな どを して い る時に時 代の流 れがだ んだん 見え てきた し、 その時代 に何が 起 こ っ

たの かがわかる。相 手の 意見に納得 した り、自分 たち の意見も 「これでいいのかな」 とか 「あ
っそ うか」 と思 った りで きる。当時の人 の気持ち も考 える ことができた。
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① 生徒相 互 の働 きか けに よ り考 えが深ま っ

た。

〈アの 場 面>1生 徒 同 士 が互 い に刺 激 し合

い、興 味や 関心 を もつ こ とが できた。相

手 の意 見 に負 けない よ うに、根拠 をた く

さん見つ けよ うす る態 度 が見 られ た。

〈イの場 面〉:反 論 す るた め に相 手 の意 見

を しっか り聞 こ うとす る態 度 が見 られ

た。 また 、説 得 力 の ある伝 え方 がで き る

よ うに、本 時や 以前 の ワー クシー トを活

用 させ た。 自信 を もって発 言す る態度 が

見 られ た。

〈ウの場 面 〉:仲 間 の意 見 を踏 ま え 自 らの

意 見 を しっか りもつ こ とがで きて いた。

また 立場 が変化 した り、歴 史 的事象 を結

、ち霊灘 灘 霧繁 慧}茎』セ認呈巽雫翔 誕 誤彗劉 薯ξ蝿 野奪2i

口

灘 驚 蒲 〔運

ロ ロロロ ー:vam

蓋羅耀 藻
著馬 糖 窩盟鋪
→墜《越 う.雇 乱 鮒 起 き■し・う

藷まぞ義占謙 翻;
.マ 偉 ラtR,・91.伽 で

口

賑 離総耽
鱒騰 無
勺御 瓢 雄 で

び付 けて考 えた りす るな ど、考 えを さ らに深 め るこ とがで きた。

② 教 師 の支援 によ り意欲 的 に考 えるよ うになっ た。

〈アの場 面〉:考 えが ま とめ られ な い グル ー プ に対 して、 ワー ク シー トを振 り返 らせ た

り、他 の グル ープ の意 見や 関連 す る事 項等 の ヒン トを 与 えた結果 、文化 の伝 来 の影 響

を考 える こ とがで きた。

〈イの場 面〉:内 容 が不 十分 な班 に歴 史的 事 実 に着 目す る よ うにア ドバイ ス を した。 そ

の結果 、 内容 を訂正 した り、新 たな発想 がで き る よ うになった。

〈ウの場 面〉:自 分 な りの言 葉 で 、 自分 の考 え をま とめ る こ とがお おむ ねで き てい た。

当時 の人 の気 持 ちや 戦国大 名 の政策 を踏 まえ て考察 す る生徒 も少 な くなか った。 自分

の考 えが ま とま らな い生徒 に対 しては、本 時 の流れ を具体 的 に説 明 した り、他 の 生徒

の意 見等 を思 い起 こさせ た。

W研 究 のま とめ と課 題

1研 究の ま とめ

(1)基 礎的 ・基本 的 な内容 の習得 につ い て

① 学習 指導要領 に示 され た基 礎 的 ・基 本的 な内容 は 、知識 面 の 「基本 的 な事 項 ・事 柄 」

と能力 、技能 、態度 面 か ら構 成 され てい る。 それ を踏 ま え 、 日常 の授 業 の工夫 ・改善 を

行 うこ とが大切 で あ る。

② 歴史 的分野 で 開発 したマ トリックスは基礎 的 ・基本 的 な 内容 につい て、.観点別 学習 状

況 評価 の観 点 か ら整 理 し指 導 の重 点 を明確 に した こ とに よ り授 業改 善 に有 効で あ る。

③ 基本 的 な事項 ・事柄 の習得 は発 問や ワー ク シー ト、ペ ーパ ーテ ス ト等 で繰 り返 し指 導

す るこ とで 、「努力 を要す る」状況 くC)と 判断 した生徒 に対 して も成 果 が認 め られ る。

能 力 、技能 、態度 面 では地 図帳 や資料 等 の活 用 、話 し合 い学 習 、課題 学習 ・発表 会等 に

よ り多 面的 な思考 、学び 方や 調べ 方等 のカ を高 め る こ とがで きる。

(2)個 に応 じた指導 の 工夫 につ いて

① す べて の生徒 を 「お おむ ね満 足 でき る」状 況 に導 くには 、個 に配 慮す る指 導 を こま め
に行 った り、指導 の場面 を見直 した りす る必要 が あ る。

② 「個 別化 の時間 」の設 定 に よって、個 の学習 を充 実 させ る こ とがで きる。

2今 後の 課題

基礎 的 ・基 本的 な内容 の確 実 な習得 に は、特 に 「努 力 の要す る」 状況(C)と 判 断 した

生 徒 への さ らな る指 導の 工夫 ・改 善 を重 ねな けれ ば な らな い。
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